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エネルギーフロンティアのひとり言

 環境省様は、温室効果ガス排出量の2019年度速報値を公表しました。総排出量は12億1,300
万トンとなり、前年度比‐2.7%の実績であり、1990年度以降の最少値を更新しました。2020
年度は新型コロナウィルスの影響により、経済が停滞した影響により、更なるCO2排出量削減
が見込まれ、10年後2030年の温室効果ガス排出量削減目標の設定等への反映が注目されます。

 本編で触れましたが、昨年末、各省庁から、令和2年度第3次補正および令和3年度予算「閣議
決定」の内容が公表され、1月に始まる国会承認を経て、各事業の実施に向けた動きが本格化し
ていきます。エネルギーフロンティアでは、パートナー様との連携により、お客様の省エネ・
再エネ設備導入や補助金活用に少しでもお役に立てる様、ご支援させて頂きたいと考えます。
ご興味のある方は、当社との協働事業をご検討頂きたく、何卒、宜しくお願い申し上げます。

＊＊＊ エネルギーフロンティア設立１０周年お礼 ＊＊＊
皆さま、新年あけましておめでとうございます。昨年中は、大変
お世話になりました。本年もどうぞ、宜しくお願いいたします。
お蔭さまで、エネルギーフロンティア株式会社は、3月14日に、
会社設立10周年を迎えさせて頂きます。これまで、ご関係者の皆さ
まのご支援、ご協力に支えられ、1つひとつのプロジェクトに対し
て、協働事業として日々のお仕事に取組み、一歩ずつ進むことがで
きました。本当にありがとうございます。心から感謝申し上げます。

2050年カーボンニュートラルが、社会的な最優先目標の1つとして、皆さまの共通認
識となり、日本のエネルギーがドラスティックに激変していく時世のなかで、ライフワー
クとして、エネルギーのフロンティアを目指してチャレンジし続けたいと決意しています。

年末年始は、滋賀県の琵琶湖周辺で過ごしていました。まさに、大晦日を迎える頃には、
しんしんと雪が降り続き、夜が明けて、久々に数十cmも積もった雪の中でお正月を迎えま
した。昨年は、雪不足でスキー場が閉鎖されたりして、このまま冬の風物詩としての雪が
だんだん見られなくなってしまうのでは、との危機感も抱いていたことを想うと、地球温
暖化による気候変動の極端な側面を目の当たりにして、更に危機感が増した気がしました。

 本編の時事解説のとおり、政府は、昨年12月25日「2050年カーボンニュートラルに伴うグ
リーン成長戦略」を公表しました。洋上風力、水素、自動車・蓄電池、航空機、カーボンリサ
イクルなど、成長が期待される産業（14分野）に関して、現状と課題、今後の取組、成長戦略
「工程表」などが提示されています。一方、産業界からは、急速な電化への懸念の声も聞かれ、
再エネ由来の電気や水素の製造や熱分野での脱炭素へのシナリオなど、産官民の総力を結集し
たカーボンニュートラルへの実践的な議論や政策立案、実効性のある計画策定が期待されます。

2011年3月11日の東日本大震災の3日後に、運命的に会社設立し
たスタートを忘れず、謙虚に誠実に、これからも進んでまいります。


